
 

 

 

 

 

 

 

次世代を担う子どもたちの教育環境の充実と、学習意欲の向上を図るため、九州大学と連

携して、九大生による学習応援「九大寺子屋」事業を９月からスタートします。 
 

≪ＰＯＩＮＴ≫ 

 放課後の小学校に九大生が出向いて、子どもたちの学習をサポート。 

 ドリルなどの学力向上に向けた学習だけでなく、九大生が子どもたちの知的好奇

心を刺激する授業を行い、子どもたちの学習意欲の向上を図る。 

 九大生の受験体験や九大を目指すきっかけなど、九大生と保護者との意見交換会

も開催。 

 ２７年度はモデル校１校で実施。事業内容の検証を行い、改善を加えながら、将

来的には全小学校に拡大を目指す。 

 糸島の子どもたちが、小・中学校を通じて九大生と交流する場を提供。 

 
 
 

【 事業概要 】 

小学校の空き教室を活用して、放課後に九大生による小学生への学習活動を行います。 

九大生が、４～５人のグループを２つ作り、グループ毎に先生と打合せを行いながら、

授業計画を立てて実施します。 

  

 ≪ 九 大 生 ≫ ２１世紀プログラム課程及び、九州大学新入学生サポート制度の学生 

１４人参加 

≪ 実 施 校 ≫ 糸島市立加布里小学校 

  ≪ 参加児童 ≫ ４５人（３年生：２８人、４年生：１７人） 

  ≪ 時 間 等 ≫ 基本的に隔週火曜日の放課後 

≪ 授業時間 ≫  60 分   

≪ 授業構成 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

部 

ダビンチ・タイム 

  九大生が研究している内容や、小学生が学校で習っている内容が現実社

会でどのように生かされているかなど、九大生だからこそできる“子ども

たちの知的好奇心を刺激する”授業を、九大生が自ら計画して実施します。 

２

部 

パワーアップ・タイム 

  国語と算数を基本として、ドリル学習など、子どもたちの学力向上に向

けた学習を、九大生がサポートします。 
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【 日 程 】 

平成２７年９月～平成２８年３月（年間１０回予定） 

① ９月 ８日（火）  ⑥１１月２４日（火） 

② ９月１５日（火）  ⑦１２月１２日（土）又は１月１６日（土） 

③１０月１３日（火）  ⑧ ２月 ９日（火） 

④１０月２７日（火）  ⑨ ２月２３日（火） 

⑤１１月１７日（火）  ⑩ ３月 ８日（火） 
    

※火曜日の５時間目に実施（１５：３０～１６：３０） 

※２月１２日（土）又は１月１６日（土）に、九大生の体験談などを保 

護者に伝える場として、九大生と保護者との意見交換会を開催予定 

 

 

【 小学校の声 】 

児童の学力アップを図るため、この事業に参加しました。小学校３・４年生は記憶力

が良い時期です。この時期に、九大生から教わることは貴重な体験だと思います。この

事業を通して、子ども達の知的好奇心が向上することを期待しています。子ども達も、

九大生の先生方に会えることを楽しみにしています。 

 

 

【 その他 】 

九州大学、福岡県、加布里小学校、糸島市（地域振興課、学校教育課）が連携し、「福

岡県広域地域振興プロジェクト」として実施します。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 


